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１章 基準適合性 





1．基本方針

1．1 要求事項の整理 

安全避難通路等について，事業指定基準規則と再処理施設安全審査指針の 

比較並びに当該指針を踏まえた，これまでの許認可実績により，事業指定 

基準規則第 14 条において追加された又は明確化された要求事項を整理す 

る。（第１表） 

【補足説明資料 1-1】 
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第１表 事業指定基準規則第14条と再処理施設安全審査指針 比較表（１／１） 

事業指定基準規則 

第14条（安全避難通路等） 
再処理施設安全審査指針 備 考 

第十四条 再処理施設には，次に掲げる設備を設けなければならない。 

一 その位置を明確かつ恒久的に表示することにより容易に識別できる

安全避難通路 

（解釈） 

１ 第 14 条の規定は，設計基準において想定される事象に対して再 

処理施設の安全性が損なわれない（安全機能を有する施設が安全機能

を損なわない。）ために必要な重大事故等対処施設、設備等への措置

を含む。 

（再処理施設安全審査指針） 

指針 18 事故時に対する考慮 

再処理施設においては，他の指針に述べる各種の安全対策の

他，従事者による適切な事故対策が可能となるよう，事故時

に対応した以下の対策が講じられていること。 

３．再処理施設は，通常の照明用電源喪失時においても，その機

能を失うことのない照明を設備し，かつ，単純，明確，永続性

のある標識のついた安全避難通路を有する設計であること。 

要求事項 

・容易に識別できる安全避難通路

・避難用の照明明確化された要求事項なし

二 照明用の電源が喪失した場合においても機能を損なわない避難用の

照明 

（解釈） 

２ 第２号に規定する「照明用の電源が喪失した場合においても機 

能を損なわない避難用の照明」とは，その電力が非常用電源から 

供給される照明装置又は電源を内蔵した照明装置をいう。 

三 設計基準事故が発生した場合に用いる照明（前号の避難用の照 

明を除く。）及びその専用の電源 

（解釈） 

３ 第３号に規定する「設計基準事故が発生した場合に用いる照明」 

とは，昼夜及び場所を問わず，再処理施設内で事故対策のための 

作業が生じた場合に，作業が可能となる照明のことをいい，現場 

作業の緊急性との関連において，仮設照明の準備に時間的猶予が 

ある場合には，仮設照明（可搬型）による対応を含むものとする。 

明確化された要求事項 

・設計基準事故の対処に用いる照明とその電源
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1．2 要求事項に対する適合性 

安全避難通路等についての設計に係る基本方針を以下のとおりとす

る。 

再処理施設としては，人の立ち入る区域から出口までの通路，階段

及び踊り場を安全避難通路として設定し，その位置を明確かつ恒久的

に表示することにより容易に識別できる設計とする。 

再処理施設としては，避難用の照明として誘導灯及び非常灯を設け

る設計とし，誘導灯及び非常灯は，外部からの電源が喪失した場合に

おいてもその機能を損なわないように蓄電池を内蔵した設計とする。 

再処理施設としては，再処理施設の状態を監視及び制御するために必

要な作業用の照明として，中央制御室及び使用済燃料の受入れ施設及び

貯蔵施設の制御室に避難用の照明とは別に運転保安灯，直流非常灯を設

ける設計とする。また，中央制御室には，避難用の照明とは別に蓄電池

内蔵型照明を設ける設計とする。 

中央制御室の運転保安灯は，外部からの電源が喪失した場合において

もその機能を損なわないように 6.9ｋＶ非常用主母線に接続し，第２非

常用ディーゼル発電機から電力を供給する設計とする。 

中央制御室の直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明は，全交流動力電源喪

失時から重大事故等に対処するために必要な電力の供給が重大事故等対

処設備から開始される前までに必要な作業を実施する中央制御室に設置

する。直流非常灯は，直流電源設備（第２非常用蓄電池）に接続し，第

２非常用ディーゼル発電機からも電力を供給できる設計とするほか，全

交流動力電源喪失時から重大事故等に対処するために必要な電力の供給

が重大事故等対処設備から開始される前までの間，点灯可能な設計とす

る。蓄電池内蔵型照明は，全交流動力電源喪失時から重大事故等に対処
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するために必要な電力の供給が重大事故等対処設備から開始される前ま

での間，点灯できるように内蔵蓄電池を備える設計とする。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の運転保安灯は，外部

からの電源が喪失した場合においても，その機能を損なわないように

6.9ｋＶ非常用母線に接続し，第１非常用ディーゼル発電機から電力を

供給する設計とする。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の直流非常灯は，全交

流動力電源喪失時から重大事故等に対処するために必要な電力の供給が

重大事故等対処設備から開始される前までに必要な作業を実施する制御

室に設置する。直流非常灯は，直流電源設備（第１非常用蓄電池）に接

続し，第１非常用ディーゼル発電機からも電力を供給する設計とする。 

設計基準事故において，想定外の警報発報により現場作業が必要とな

った場合及びそのアクセスルートについては，中央制御室，使用済燃料

の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室に配備している可搬型照明を活用す

る。 

これらの作業用の照明により，設計基準事故で操作が必要となる場所

及びそのアクセスルートの照明を確保でき，昼夜及び場所を問わず、再

処理施設で事故対策のための作業が生じた場合に作業が可能となる設計

とする。 
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2．規則への適合性 

「再処理施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則」第十四条では，以

下の要求がされている。 

（安全避難通路等） 

第十四条 再処理施設には，次に掲げる設備を設けなければならない。 

一 その位置を明確かつ恒久的に表示することにより容易に識別で

きる安全避難通路 

二 照明用の電源が喪失した場合においても機能を損なわない避難

用の照明 

三 設計基準事故が発生した場合に用いる照明（前号の避難用の照

明を除く。）及びその専用の電源 

2.1 設計方針の基本方針 

第一号について 

再処理施設には，その位置を明確かつ恒久的に表示することにより

容易に識別できる安全避難通路を設ける設計とする。 

【補足説明資料 1-1，1-2，1-3】 

第二号について 

再処理施設には，照明用の電源が喪失した場合においても機能を損

なわない避難用の照明を設ける設計とする。 

【補足説明資料 1-1，1-2，1-3】 
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第三号ついて（追加要求事項） 

再処理施設には，設計基準事故が発生した場合に用いる照明（前号の

避難用の照明を除く。）及びその専用の電源を設ける設計とする。 

【補足説明資料 1-1，1-2，1-3，1-5，1-6】 
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3．気象等 

該当なし 
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4．設備等 

4.1 安全避難通路等の概要 

再処理施設には，人の立ち入る区域から出口までの通路，階段及び踊 

り場を安全避難通路として設定し，その位置を明確かつ恒久的に表示 

することにより容易に識別できる設計とする。 

避難用の照明として，誘導灯及び非常灯を設ける設計とする。誘導灯

及び非常灯は，外部からの電源が喪失した場合においてもその機能を損

なわないように蓄電池を内蔵した設計とする。 

中央制御室の運転保安灯は，外部からの電源が喪失した場合において

もその機能を損なわないように 6.9ｋＶ非常用主母線に接続し，第２非

常用ディーゼル発電機から電力を供給する設計とする。 

中央制御室の直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明は，全交流動力電源喪

失時から重大事故等に対処するために必要な電力の供給が重大事故等対

処設備から開始される前までに必要な作業を実施する中央制御室に設置

する。直流非常灯は，直流電源設備（第２非常用蓄電池）に接続し，第

２非常用ディーゼル発電機からも電力を供給できる設計とするほか，全

交流動力電源喪失時から重大事故等に対処するために必要な電力の供給

が重大事故等対処設備から開始される前までの間，点灯可能な設計とす

る。蓄電池内蔵型照明は，全交流動力電源喪失時から重大事故等に対処

するために必要な電力の供給が重大事故等対処設備から開始される前ま

での間，点灯できるように内蔵蓄電池を備える設計とする。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の運転保安灯は，外部

からの電源が喪失した場合においてもその機能を損なわないように 6.9

ｋＶ非常用母線に接続し，第１非常用ディーゼル発電機から電力を供給

する設計とする。 
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使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の直流非常灯は，全交

流動力電源喪失時から重大事故等に対処するために必要な電力の供給が

重大事故等対処設備から開始される前までに必要な作業を実施する制御

室に設置する。直流非常灯は，直流電源設備（第１非常用蓄電池） に

接続し，第１非常用ディーゼル発電機からも電力を供給する設計とする。 

設計基準事故において，想定外の警報発報で現場作業が必要となった

場合及びそのアクセスルートについては，中央制御室，使用済燃料の受

入れ施設及び貯蔵施設の制御室に配備している可搬型照明を活用する。 

これらの作業用の照明により，設計基準事故で操作が必要となる場所

及びそのアクセスルートの照明を確保でき，昼夜及び場所を問わず、再

処理施設で事故対策のための作業が生じた場合に作業が可能となる設計

とする。 

【補足説明資料 1-1，1-2，1-3，1-5，1-6】 
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4.2 設計方針 

4.2.1 安全避難通路等の設計方針 

(1) 再処理施設には，人の立ち入る区域から出口までの通路，階段及び踊

り場を安全避難通路として設定し，その位置を明確かつ恒久的に表示

することにより容易に識別できる設計とする。避難用の照明として，

誘導灯及び非常灯を設ける設計とする。誘導灯及び非常灯は，外部か

らの電源が喪失した場合においてもその機能を損なわないように蓄電

池を内蔵した設計とする。

【補足説明資料 1-1，1-2，1-3】 

(2) 再処理施設には，設計基準事故が発生した場合に用いる照明として，

次のような作業用の照明を設けるものとする。また，以下の作業用の

照明により，設計基準事故で操作が必要となる場所及びそのアクセス

ルートの照明を確保でき，昼夜及び場所を問わず、再処理施設で事故

対策のための作業が生じた場合に作業が可能となる設計とする。 

設計基準事故の短時間の電源喪失において，直流非常灯及び蓄電池

内蔵型照明は，必要な電力の供給が非常用ディーゼル発電機から開始

される前（約15秒）までの間，点灯可能なように非常用蓄電池及び内

蔵型蓄電池から電力を供給できる設計とする。 

全交流動力電源喪失時において，直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明

は，全交流動力電源喪失時から重大事故等に対処するために必要な電

力の供給が重大事故等対処設備から開始される前（２時間）までの間，

点灯可能なように内蔵型蓄電池から電力を供給できる設計とする。 

a. 設計基準事故の対処のために制御室で行う作業に用いる照明と

して，中央制御室の運転保安灯は，外部からの電源が喪失した場

合においてもその機能を損なわないように 6.9ｋＶ非常用主母線
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に接続し，第２非常用ディーゼル発電機から電力を供給する設計

とする。 

中央制御室の直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明は，全交流動力

電源喪失時から重大事故等に対処するために必要な電力の供給が

重大事故等対処設備から開始される前までに必要な作業を実施す

る中央制御室に設置する。直流非常灯は，直流電源設備(第２非常

用蓄電池) に接続し，第２非常用ディーゼル発電機からも電力を

供給できる設計とするほか，全交流動力電源喪失時から重大事故    

等に対処するために必要な電力の供給が重大事故等対処設備から

開始される前までの間，点灯可能な設計とする。蓄電池内蔵型照

明は，全交流動力電源喪失時から重大事故等に対処するために必

要な電力の供給が重大事故等対処設備から開始される前までの間，

点灯できるように内蔵蓄電池を備える設計とする。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の運転保安灯は，

外部からの電源が喪失した場合においてもその機能を損なわない

ように 6.9ｋＶ非常用母線に接続し，第１非常用ディーゼル発電

機から電力を供給する設計とする。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の直流非常灯は，

全交流動力電源喪失時から重大事故等に対処するために必要な電

力の供給が重大事故等対処設備から開始される前までに必要な作

業を実施する制御室に設置する。直流非常灯は，直流電源設備(第

１非常用蓄電池) に接続し，第１非常用ディーゼル発電機からも

電力を供給する設計とする。 

運転保安灯，直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明は，設計基準事

故が発生した場合に必要な操作が行える照度を有する設計とする。
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b. 設計基準事故において，想定外の警報発報で現場作業が必要と

なった場合及びそのアクセスルートについては，中央制御室，使

用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室に配備している可搬

型照明を活用する。  

【補足説明資料 1-1，1-2，1-3，1-5，1-6】 

4.2.2 主要設備の仕様 

照明設備の設備仕様を第9.2－６表に示す。 

【補足説明資料 1-3，1-4】 

項 目 誘 導 灯 非 常 灯 運転保安灯 直流非常灯 
蓄電池内蔵型 

照明 

電源電圧 交流 105Ⅴ 交流 105Ⅴ 交流 210Ⅴ 直流 110Ⅴ 交流 210Ⅴ 

停電時 

供給電源 

蓄電池 

（内蔵） 

蓄電池 

（内蔵） 
460Ⅴ非常用母線 

非常用 

直流電源設備 

蓄電池 

（内蔵） 

用 途 
避難用 

（消防法） 

避難用 

（建築基準法） 

制御室＊での 

運転監視用 

制御室＊での 

初動対応用 

中央制御室での 

初動対応用 

注）＊印の制御室は，中央制御室及び使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室である。 

第 9.2－６表 照明設備の主要設備の仕様 
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4.2.3 照明設備の主要設備 

(１) 誘導灯

消防法で規定される避難口及び避難通路には，避難用の照明として，

誘導灯を設ける設計とする。誘導灯は，460Ｖ運転予備用母線又は460

Ｖ常用母線（ただし，非常用電源建屋，使用済燃料の受入れ施設及び

貯蔵施設においては460Ｖ非常用母線）から変圧器を通して105Ｖで受

電し，外部からの電源が喪失した場合においてもその機能を損なわな

いように蓄電池を内蔵した設計とする。 

(２) 非常灯

建築基準法で規定される居室，居室から地上へ至る通路，階段及び

踊り場には，避難用の照明として，非常灯を設ける設計とする。非常

灯は，460Ｖ運転予備用母線又は460Ｖ常用母線（ただし，非常用電源

建屋，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設においては460Ｖ非常用母

線）から変圧器を通して105Ｖで受電し，外部からの電源が喪失した場

合においてもその機能を損なわないように蓄電池を内蔵した設計とす

る。 

(３) 運転保安灯

中央制御室及び使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室には，

運転保安灯を設ける設計とする。運転保安灯は，460Ｖ非常用母線から

変圧器を通して210Ｖで受電し，外部からの電源が喪失した場合におい

てもその機能を損なわない設計とする。 
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(４) 直流非常灯

中央制御室及び使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室には，

直流非常灯を設ける設計とする。直流非常灯は，非常用直流電源設備

（非常用蓄電池）に接続し，非常用ディーゼル発電機からも電力を供

給する設計とし，全交流動力電源喪失時に自動点灯する設計とする。

(５) 蓄電池内蔵型照明

中央制御室には，蓄電池内蔵型照明を設ける設計とする。蓄電

池内蔵型照明は，蛍光灯に蓄電池を内蔵した照明で，460Ｖ非常用

母線または非常用ディーゼル発電機の電力で点灯する設計とする。

設計基準事故の短時間の電源喪失において，蓄電池内蔵型照明

は，必要な電力の供給が非常用ディーゼル発電機から開始される

前までの間，または全交流動力電源喪失時から重大事故等に対処

するために必要な電力の供給が重大事故等対処設備から開始され

る前までの間，内蔵蓄電池の電力で点灯する設計とする。 

【補足説明資料 1-3，1-4】 
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令和元年  11 月 6 日 Ｒ0 

補足説明資料１－１（１４条）





事業指定基準規則第 14 条と許認可実績等との比較表( 1 / 2) 

事 業 指 定 基 準 規 則 許 認 可 実 績 等 新 規 制 要 求 を 踏 ま え た 適 合 方 針 比 較 結 果

第 十 四 条 再 処 理 施 設 に は ，次 に 掲 げ る 設 備

を 設 け な け れ ば な ら な い 。  

一  そ の 位 置 を 明 確 か つ 恒 久 的 に 表 示 す る

こ と に よ り 容 易 に 識 別 で き る 安 全 避 難 通

路  

（ 解 釈 ）

１  第 14 条 の 規 定 は ， 設 計 基 準 に お い て 想

定 さ れ る 事 象 に 対 し て 再  

処 理 施 設 の 安 全 性 が 損 な わ れ な い （ 安 全

機 能 を 有 す る 施 設 が 安 全 機 能 を 損 な わ な

い 。 ） た め に 必 要 な 重 大 事 故 等 対 処 施 設 、

設 備 等 へ の 措 置 を 含 む 。  

二  照 明 用 の 電 源 が 喪 失 し た 場 合 に お い て

も 機 能 を 損 な わ な い 避 難 用 の 照 明  

（ 解 釈 ）  

２  第 ２ 号 に 規 定 す る「 照 明 用 の 電 源 が 喪 失

し た 場 合 に お い て も 機  

能 を 損 な わ な い 避 難 用 の 照 明 」と は ，そ の

電 力 が 非 常 用 電 源 か ら  

供 給 さ れ る 照 明 装 置 又 は 電 源 を 内 蔵 し た

照 明 装 置 を い う 。  

三  設 計 基 準 事 故 が 発 生 し た 場 合 に 用 い る

照 明 （ 前 号 の 避 難 用 の 照  

明 を 除 く 。 ） 及 び そ の 専 用 の 電 源  

（ 解 釈 ）  

３  第 ３ 号 に 規 定 す る「 設 計 基 準 事 故 が 発 生

し た 場 合 に 用 い る 照 明 」  

と は ，昼 夜 及 び 場 所 を 問 わ ず ，再 処 理 施 設

内 で 事 故 対 策 の た め の  

作 業 が 生 じ た 場 合 に ，作 業 が 可 能 と な る 照

明 の こ と を い い ， 現 場  

作 業 の 緊 急 性 と の 関 連 に お い て ，仮 設 照 明

の 準 備 に 時 間 的 猶 予 が  

あ る 場 合 に は ，仮 設 照 明（ 可 搬 型 ）に よ る 対

応 を 含 む も の と す る 。  

記 載 無

ロ ． 再 処 理 施 設 の 一 般 構 造

 (ｆ ) 安 全 避 難 通 路 等

再 処 理 施 設 に は ， そ の 位 置 を 明 確 か つ 恒 久 的 に 表 示 す る こ と に よ り 容

易 に 識 別 で き る 安 全 避 難 通 路 を 設 け る 設 計 と す る 。  

再 処 理 施 設 と し て は ， 人 の 立 ち 入 る 区 域 か ら 出 口 ま で の 通 路 ， 階 段 及

び 踊 り 場 を 安 全 避 難 通 路 と し て 設 定 し ， そ の 位 置 を 明 確 か つ 恒 久 的 に 表

示 す る こ と に よ り 容 易 に 識 別 で き る 設 計 と す る 。  

再 処 理 施 設 に は ， 照 明 用 の 電 源 が 喪 失 し た 場 合 に お い て も 機 能 を 損 な

わ な い 避 難 用 の 照 明 を 設 け る 設 計 と す る 。  

再 処 理 施 設 と し て は ， 避 難 用 の 照 明 と し て 誘 導 灯 及 び 非 常 灯 を 設 け る

設 計 と し ， 誘 導 灯 及 び 非 常 灯 は ， 外 部 か ら の 電 源 が 喪 失 し た 場 合 に お い

て も そ の 機 能 を 損 な わ な い よ う に 蓄 電 池 を 内 蔵 し た 設 計 と す る 。  

再 処 理 施 設 に は ， 設 計 基 準 事 故 が 発 生 し た 場 合 に 用 い る 照 明 （ 前 号 の

避 難 用 の 照 明 を 除 く 。） 及 び そ の 専 用 の 電 源 を 設 け る 設 計 と す る 。  

再 処 理 施 設 と し て は ， 再 処 理 施 設 の 状 態 を 監 視 及 び 制 御 す る た め に 必

要 な 作 業 用 の 照 明 と し て ， 中 央 制 御 室 及 び 使 用 済 燃 料 の 受 入 れ 施 設 及 び

貯 蔵 施 設 の 制 御 室 に 避 難 用 の 照 明 と は 別 に 運 転 保 安 灯 ， 直 流 非 常 灯 を 設

け る 設 計 と す る 。 ま た ， 中 央 制 御 室 に は ， 避 難 用 の 照 明 と は 別 に 蓄 電 池

内 蔵 型 照 明 を 設 け る 設 計 と す る 。  

中 央 制 御 室 の 運 転 保 安 灯 は ， 外 部 か ら の 電 源 が 喪 失 し た 場 合 に お い て

も そ の 機 能 を 損 な わ な い よ う に 6. 9ｋ Ｖ 非 常 用 主 母 線 に 接 続 し ， 第 ２ 非

常 用 デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 か ら 電 力 を 供 給 す る 設 計 と す る 。  

中 央 制 御 室 の 直 流 非 常 灯 及 び 蓄 電 池 内 蔵 型 照 明 は ， 全 交 流 動 力 電 源 喪

失 時 か ら 重 大 事 故 等 に 対 処 す る た め に 必 要 な 電 力 の 供 給 が 重 大 事 故 等 対

処 設 備 か ら 開 始 さ れ る 前 ま で に 必 要 な 作 業 を 実 施 す る 中 央 制 御 室 に 設 置

す る 。 直 流 非 常 灯 は ， 直 流 電 源 設 備 （ 第 ２ 非 常 用 蓄 電 池 ） に 接 続 し ， 第

２ 非 常 用 デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 か ら も 電 力 を 供 給 で き る 設 計 と す る ほ か ， 全

交 流 動 力 電 源 喪 失 時 か ら 重 大 事 故 等 に 対 処 す る た め に 必 要 な 電 力 の 供 給

が 重 大 事 故 等 対 処 設 備 か ら 開 始 さ れ る 前 ま で の 間 ， 点 灯 可 能 な 設 計 と す

る 。 蓄 電 池 内 蔵 型 照 明 は ， 全 交 流 動 力 電 源 喪 失 時 か ら 重 大 事 故 等 に 対 処

す る た め に 必 要 な 電 力 の 供 給 が 重 大 事 故 等 対 処 設 備 か ら 開 始 さ れ る 前 ま

で の 間 ， 点 灯 で き る よ う に 内 蔵 蓄 電 池 を 備 え る 設 計 と す る 。  

使 用 済 燃 料 の 受 入 れ 施 設 及 び 貯 蔵 施 設 の 制 御 室 の 運 転 保 安 灯 は ， 外 部

か ら の 電 源 が 喪 失 し た 場 合 に お い て も ， そ の 機 能 を 損 な わ な い よ う に

6.9ｋ Ｖ 非 常 用 母 線 に 接 続 し ，第 １ 非 常 用 デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 か ら 電 力 を 供

給 す る 設 計 と す る 。  

使 用 済 燃 料 の 受 入 れ 施 設 及 び 貯 蔵 施 設 の 制 御 室 の 直 流 非 常 灯 は ， 全 交 流

動 力 電 源 喪 失 時 か ら 重 大 事 故 等 に 対 処 す る た め に 必 要 な 電 力 の 供 給 が 重

大 事 故 等 対 処 設 備 か ら 開 始 さ れ る 前 ま で に 必 要 な 作 業 を 実 施 す る 制 御 室

に 設 置 す る 。 直 流 非 常 灯 は ， 直 流 電 源 設 備 （ 第 １ 非 常 用 蓄 電 池 ） に 接 続

し ， 第 １ 非 常 用 デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 か ら も 電 力 を 供 給 す る 設 計 と す る 。  

設 計 基 準 事 故 に お い て ， 想 定 外 の 警 報 発 報 に よ り 現 場 作 業 が 必 要 と な

っ た 場 合 及 び そ の ア ク セ ス ル ー ト に つ い て は ， 中 央 制 御 室 ， 使 用 済 燃 料

の 受 入 れ 施 設 及 び 貯 蔵 施 設 の 制 御 室 に 配 備 し て い る 可 搬 型 照 明 を 活 用 す

る 。  

要 求 事 項

・ 容 易 に 識 別 で き る 安 全 避 難 通

路

・ 避 難 用 の 照 明 明 確 化 さ れ た 要

求 事 項 な し

明 確 化 さ れ た 要 求 事 項

・ 設 計 基 準 事 故 の 対 処 に 用 い る

照 明 と そ の 電 源

補
1
-
1
-
1
 



事業指定基準規則第 14 条と許認可実績等との比較表( 2 / 2) 

事 業 指 定 基 準 規 則 許 認 可 実 績 等 新 規 制 要 求 を 踏 ま え た 適 合 方 針 比 較 結 果

第 十 四 条 再 処 理 施 設 に は ，次 に 掲 げ る 設 備

を 設 け な け れ ば な ら な い 。  

一  そ の 位 置 を 明 確 か つ 恒 久 的 に 表 示 す る

こ と に よ り 容 易 に 識 別 で き る 安 全 避 難 通

路  

（ 解 釈 ）

１  第 14 条 の 規 定 は ， 設 計 基 準 に お い て 想

定 さ れ る 事 象 に 対 し て 再  

処 理 施 設 の 安 全 性 が 損 な わ れ な い （ 安 全

機 能 を 有 す る 施 設 が 安 全 機 能 を 損 な わ な

い 。 ） た め に 必 要 な 重 大 事 故 等 対 処 施 設 、

設 備 等 へ の 措 置 を 含 む 。  

二  照 明 用 の 電 源 が 喪 失 し た 場 合 に お い て

も 機 能 を 損 な わ な い 避 難 用 の 照 明  

（ 解 釈 ）  

２  第 ２ 号 に 規 定 す る「 照 明 用 の 電 源 が 喪 失

し た 場 合 に お い て も 機  

能 を 損 な わ な い 避 難 用 の 照 明 」と は ，そ の

電 力 が 非 常 用 電 源 か ら  

供 給 さ れ る 照 明 装 置 又 は 電 源 を 内 蔵 し た

照 明 装 置 を い う 。  

三  設 計 基 準 事 故 が 発 生 し た 場 合 に 用 い る

照 明 （ 前 号 の 避 難 用 の 照  

明 を 除 く 。 ） 及 び そ の 専 用 の 電 源  

（ 解 釈 ）  

３  第 ３ 号 に 規 定 す る「 設 計 基 準 事 故 が 発 生

し た 場 合 に 用 い る 照 明 」  

と は ，昼 夜 及 び 場 所 を 問 わ ず ，再 処 理 施 設

内 で 事 故 対 策 の た め の  

作 業 が 生 じ た 場 合 に ，作 業 が 可 能 と な る 照

明 の こ と を い い ， 現 場  

作 業 の 緊 急 性 と の 関 連 に お い て ，仮 設 照 明

の 準 備 に 時 間 的 猶 予 が  

あ る 場 合 に は ，仮 設 照 明（ 可 搬 型 ）に よ る 対

応 を 含 む も の と す る 。  

記 載 無 こ れ ら の 作 業 用 の 照 明 に よ り ，設 計 基 準 事 故 で 操 作 が 必 要 と な る 場 所

及 び そ の ア ク セ ス ル ー ト の 照 明 を 確 保 で き ， 昼 夜 及 び 場 所 を 問 わ ず 、 再

処 理 施 設 で 事 故 対 策 の た め の 作 業 が 生 じ た 場 合 に 作 業 が 可 能 と な る 設

計 と す る 。  

容 易 に 識 別 で き る 安 全 避 難 通 路

及 び 設 計 基 準 事 故 の 対 処 に 用 い

る 照 明 と そ の 電 源 に つ い て 追 記

し た 。  

補
1
-
1
-
2
 



令和元年  11  月 6日 Ｒ1  

補足説明資料１－２（１４条）





補足説明資料 1-2 設計基準事故が発生した場合に用いる照明及びその専用

電源の設計基本方針 

１．作業が可能となる照明 

再処理施設の状態を監視及び制御するために必要な作業用の照明と

して，中央制御室及び使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室

に避難用の照明とは別に運転保安灯，直流非常灯を設ける設計とする。

また，中央制御室には，避難用の照明とは別に蓄電池内蔵型照明を設

ける設計とする。 

1.1 中央制御室について 

中央制御室の運転保安灯は，外部からの電源が喪失した場合におい 

てもその機能を損なわないように 6.9ｋＶ非常用主母線に接続し，第

２非常用ディーゼル発電機から電力を供給する設計とする。 

中央制御室の直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明は，全交流動力電源

喪失時から重大事故等に対処するために必要な電力の供給が重大事故 

等対処設備から開始される前までに必要な作業を実施する中央制御 

室に設置する。直流非常灯は，直流電源設備（第２非常用蓄電池）に 

接続し，第２非常用ディーゼル発電機からも電力を供給できる設計と 

するほか，全交流動力電源喪失時から重大事故等に対処するために必 

要な電力の供給が重大事故等対処設備から開始される前までの間，点 

灯可能な設計とする。蓄電池内蔵型照明は，全交流動力電源喪失時か 

ら重大事故等に対処するために必要な電力の供給が重大事故等対処 

設備から開始される前までの間，点灯できるように内蔵蓄電池を備え 

る設計とする。 

1.2 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室について 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の運転保安灯は，外

部からの電源が喪失した場合においても，その機能を損なわないよう

に 6.9ｋＶ非常用母線に接続し，第１非常用ディーゼル発電機から電

力を供給する設計とする。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の直流非常灯は，全 

交流動力電源喪失時から重大事故等に対処するために必要な電力の 

供給が重大事故等対処設備から開始される前までに必要な作業を実 

施する制御室に設置する。直流非常灯は，直流電源設備（第１非常 

用蓄電池）に接続し，第１非常用ディーゼル発電機からも電力を供 

給する設計とする。 

補 1-2-1 



第１－２－１図 中央制御室の照明配置（例） 

直流非常灯（A 系）（直流電源設備より給電） 
直流非常灯（B 系）（直流電源設備より給電） 

運転保安灯（B 系） 
運転保安灯（A 系） 

電圧 ： 交流１００Ｖ，２００Ｖ

消費電力 ： ４０Ｗ，１００Ｗ

直流非常灯（作業用） 

電圧 ： 直流１１０Ｖ

消費電力 ： ２５０Ｗ

運転保安灯（作業用） 

中央制御室（中央安全監視室），使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の運転保安灯

の配置については，設工認申請書において示す。 

補 1-2-2 



２．仮設照明（可搬型） 

設計基準事故において，想定外の警報発報により現場作業が必要となった場

合及びそのアクセスルートについては，中央制御室，使用済燃料の受入れ施

設及び貯蔵施設の制御室に配備している可搬型照明を活用する。

 

＜仕様等（例）＞ 

明るさ 80lm 

電源 単 4乾電池 3 本 

連続使用時間 10 時間以上 

重量 135ｇ 

個数 約 110 個※ 

保管箇所 中央制御室など 

＜仕様等（例）＞ 

明るさ 3000lm 

電源 蓄電池 

連続使用時間 10 時間 

充電時間 8 時間 

重量 8.8kｇ 

台数 約 60 台 

保管箇所 緊急時対策所など 

１．ＬＥＤヘッドランプ（例） 

２．ＬＥＤバッテリーライト（例） 

※数量は、個人配布分等を除く。

補 1-2-3 

第１－２－２図 可搬型照明の保管場所，数量及び仕様（例） 
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・再処理施設内の安全避難通路は，その位置を明確かつ恒久的に表示することにより容易に識別できる避難用

の照明として，以下に準拠した蓄電池内蔵の非常灯及び誘導灯を設置する。

非常灯：建築基準法施工令第 126 条の四，五及び昭和 45 年建設省告示第 1830 号

誘導灯：消防法施工令第 26 条及び消防法施工規則第 28 条の三

非常灯の蓄電池は，昭和 45 年建設省告示第 1830 号に準拠し 30 分以上，誘導灯については消防法施工規則第

28 条の三に準拠し 20 分以上点灯できる容量を有するものとする。

※ 設計基準事故の短時間の電源喪失において，直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明は，必要な電力の供給が

非常用ディーゼル発電機から開始される前（15 秒）までの間，点灯可能なように非常用蓄電池及び内蔵型

蓄電池から電力を供給できる設計とする。

全交流動力電源喪失時において，直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明は，全交流動力電源喪失時から重大

事故等に対処するために必要な電力の供給が重大事故等対処設備から開始される前（２時間）までの間，

点灯可能なように内蔵型蓄電池から電力を供給できる設計とする。

項目 

避難用 作業用 

誘 導 灯 非 常 灯 運転保安灯 直流非常灯 
蓄電池 

内蔵型照明

イメージ

停電時の

給電 

内蔵蓄電池 

＋ 

非常用または 

運転予備用 

ディーゼル発電機 

内蔵蓄電池 

＋ 

非常用または 

運転予備用 

ディーゼル発電機 

非常用ディーゼル発

電機 

非常用蓄電池 

＋ 

非常用ディーゼル発

電機 

内蔵蓄電池 

＋ 

非常用ディーゼル発

電機 

蓄電池に

よる 

点灯継続

時間 

20 分以上 30 分以上 － ２時間※ ２時間※ 

設置場所 

・再処理施設内 ・再処理施設内 ・中央制御室

・使用済み燃料の受

入れ施設及び貯蔵

施設の制御室

・中央制御室

・使用済み燃料の受

入れ施設及び貯

蔵施設の制御室

・中央制御室

(中央安全監視室)

用途 

消防法に基づき設置

（避難誘導用） 

建築基準法に基づき

設置（避難用） 

制御室における設計

基準事故の対処用の

ために設置 

全交流動力電源喪失

時の保安のために設

置 

全交流動力電源喪失

時の保安のために設

置 

補足説明資料 1-3 照明の種類，給電元及び設置場所 

補 1-3-1 

第１－３－１表 照明の種類，給電元及び設置場所 
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補足説明 資料 1-4 作業用 照明電源 系統図及 び作業用 照明配置 図

中 央 制 御 室 及 び 使 用 済 燃 料 の 受 入 れ 施 設 及 び 貯 蔵 施 設 の 設 計 基 準 事

故 が 発 生 し た 場 合 に 用 い る 作 業 用 照 明 の 作 業 用 照 明 電 源 系 統 図 及 び 作

業用照明 配置図を 各々第１ －４－１ ～４図に 示す。

補 1-4-1 



D/G

＜
 

6.9kV 
常用母線

D/G

6.9kV 
非常用母線

460V 
非常用母線

460V 
非常用コントロール センタ

運転保安灯

充電器

110V 
非常用直流母線

110V 
非常用蓄電池

6.9kV 
非常用母線

460V 
非常用母線

運転保安灯

充電器

直流非常灯

110V 
非常用蓄電池

110V 
非常用直流母線

460V 
非常用コントロール センタ

充電器

受電変圧器より

【凡例】

：第１非常用ディーゼル発電機

：変圧器

：遮断器

：配線用遮断器

6.9kV 
常用主母線

非常用所内電源系統

＜
 

6.9kV 
常用母線

受電変圧器より

6.9kV 
常用主母線

非常用所内電源系統

第１－４－１図 作業用照明電源系統図（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋）

D/G 

直流非常灯

補
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＜
 

6.9kV 
非常用主母線

D/G

6.9kV 
非常用母線

460V 
非常用母線

460V 
非常用コントロール センタ

充電器

直流非常灯

110V 
非常用直流母線

110V 
非常用蓄電池

＜
 

6.9kV 
非常用主母線

6.9kV 
非常用母線

460V 
非常用母線

運転保安灯

蓄電池内蔵型照明

充電器

直流非常灯

110V 
非常用蓄電池

110V 
非常用直流母線

460V 
非常用コントロール センタ

充電器

受電変圧器より 受電変圧器より

D/G

第１－４－２図 作業用照明電源系統図（制御建屋）

【凡例】

：第２非常用ディーゼル発電機

：変圧器

：遮断器

：配線用遮断器

D/G 

補
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運転保安灯

蓄電池内蔵型照明
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補足説明資料 1-5 運用，手順説明資料

第 14 条  安全避難通路等 

事 業 指 定 基 準 規 則

三 設 計 基 準 事 故 が 発 生 し た 場 合 に 用 い る 照 明（ 前 号 の 避 難 用 の 照 明 を 除 く 。）及 び

そ の 専 用 の 電 源

解 釈

３ 第 ３ 号 に 規 定 す る 「 設 計 基 準 事 故 が 発 生 し た 際 に 用 い る 照 明 」 と は ， 昼 夜 問 わ

ず ， 再 処 理 施 設 内 で 事 故 対 策 の 作 業 が 生 じ た 場 合 に ， 作 業 が 可 能 と な る 照 明 を

い い ， 現 場 作 業 の 緊 急 性 と の 関 連 に お い て 仮 設 照 明 の 準 備 に 時 間 的 猶 予 が あ る

場 合 に は ， 仮 設 照 明 （ 可 搬 型 ） に よ る 対 応 も 含 む も の と す る 。

設 計 基 準 事 故 が 発 生 し た 場 合 に 用 い

る 照 明 及 び そ の 専 用 の 電 源 の 確 保

外 部 電 源 喪 失 時 及 び 全 交 流 動 力 電 源

喪 失 時 か ら 重 大 事 故 等 に 対 処 す る た

め に 必 要 な 電 力 の 供 給 が 開 始 さ れ る

ま で の 間 に お い て も 点 灯 で き る 照 明

を 設 置 す る 。

作 業 用 照 明 を 設 置

（ 運 転 保 安 灯 ，直 流 非 常 灯 ，蓄 電 池 内

蔵 型 照 明 ）

現 場 作 業 の 緊 急 性 と の 関 連 に お い て

時 間 的 猶 予 が あ る 場 合 の 仮 設 照 明 に

よ る 対 応

可 搬 型 照 明 の 配 備

補 1-5-1 

【 後 段 規 制 と の 対 応 】

工 ： 設 工 認 （ 基 本 設 計 方 針 ）

工

工

【 添 付 六 ， 八 へ の 反 映 事 項 】

： 設 工 認 （ 基 本 設 計 方 針 ， 添 付 書 類 ）



運用，手順に係る対策等（設計基準）

事業指定基準

規則対象条文
対象項目 区分 運用対策等

第 14 条  

安 全 避 難 通 路

等 

作業用照明を

設置 

(運転保安灯， 

直流非常灯) 

運用・手順 －

体制 －

保守・点検 作業用照明（運転保安灯，

直 流 非 常 灯 ） は ， 作 業 用

照 明 に 要 求 さ れ る 機 能 を

健 全 に 維 持 す る た め に ，

適 切 な 保 守 及 び 修 理 を 行

う。

教育・訓練 －

可搬型照明の

配備 

運用・手順 必要時に迅速に使用でき

るよう，必要数及び保管

場所を定める。 

体制 －

保守・点検 可 搬 型 照 明 は ， 要 求 さ れ

る 機 能 を 健 全 に 維 持 す る

た め に ， 適 切 な 保 守 及 び

修理を行う。 

教育・訓練 －

補 1-5-2 
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補足説明資料 1-6 制御室以外の現場操作の確認結果について

設計基準 事故時に 作業用照 明が必要 となる作 業場所に ついて，
次のフロ ーに基づ き抽出を 行った。 抽出結果 を第１表 に示す。  

※「 事 故 の 拡 大 防 止 又 は 収 束 さ せ る た め に 必 要 な 操 作 」に は ，「 緊 急 性 を 要 し な
い 操 作 ・ 確 認 ， 財 産 保 護 を 目 的 と し た 操 作 及 び 代 替 可 能 な 操 作 ・ 確 認 」 を 除
く 。

第１－６－１図 作業用照明が必要となる作業場所の抽出フロー

 

事 業 指 定 基 準 規 則 添 付 書 類 八

設 計 基 準 事 故 の 発 生

作 業 用 照 明 が 不 要 と な る 作 業 場 所
作 業 用 照 明 が 必 要 と な

る 作 業 場 所

No  

 

YES 

事 故 の 拡 大 防 止 ， 収 束 さ せ る

た め に 必 要 な 操 作 ※ 及 び 作 業

が 制 御 室 以 外 で あ る か

緊 急 性 を 要 す る 事 故 の 拡 大 防

止 ， 収 束 さ せ る た め に 必 要 な

操 作 ※ 及 び 作 業 が あ る か

No  

No  

YES 

YES 

設 計 基 準 事 故 短 時 間  

の 全 交 流 動 力 電 源 の 喪 失 か

補 1-6-1 



設 計 基 準 事 故 想 定 事 象 設 計 基 準 対 応
作 業 用 照
明 の 点 灯

状 況

手 順 書
要 求 操 作

場 所

プ ル ト ニ ウ ム 精 製 設

備 の セ ル 内 で の 有 機

溶 媒 火 災  

プ ル ト ニ ウ ム 精 製 設

備 の パ ル ス カ ラ ム を

収 納 す る プ ル ト ニ ウ

ム 精 製 塔 セ ル 内 で の

火 災 が 発 生 す る 場 合

は ，セ ル に 有 機 溶 媒 等

が 漏 え い し ，漏 え い し

た 有 機 溶 媒 が 過 熱 さ

れ ，か つ ，着 火 す る 場

合 を 想 定 す る 。  

セ ル の 給 気 ダ ク ト に は 防

火 ダ ン パ を 設 置 し ，火 災 発

生 時 に は 給 気 を 閉 鎖 で き

る 設 計 と す る 。  点 灯
制 御 建 屋

中 央 制 御 室

火 災 時 に 発 生 す る 放 射 性

物 質 を 含 む 煤 煙 及 び 気 体

は ，精 製 建 屋 換 気 設 備 の セ

ル か ら の 排 気 系 で 放 射 性

物 質 を 除 去 し た 後 ，主 排 気

筒 か ら 放 出 す る 設 計 と す

る 。ま た ，セ ル へ の 給 気 系

に は 逆 止 ダ ン パ を 設 け ，セ

ル 内 か ら 精 製 建 屋 内 へ の

逆 流 を 防 止 す る 設 計 と す

る 。  

点 灯
制 御 建 屋

中 央 制 御 室

火 災 に よ り セ ル か ら 精 製

建 屋 内 へ 放 射 性 物 質 を 含

む 煤 煙 及 び 気 体 が 漏 え い

し た と し て も ，そ れ ら の 煤

煙 及 び 気 体 は ，精 製 建 屋 換

気 設 備 の 汚 染 の お そ れ の

あ る 区 域 か ら の 排 気 系 に

て 放 射 性 物 質 を 除 去 し た

後 ，主 排 気 筒 か ら 放 出 す る

設 計 と す る 。ま た ，精 製 建

屋 換 気 設 備 の 精 製 建 屋 給

気 系 の 送 風 機 下 流 に は 建

屋 給 気 閉 止 ダ ン パ を 設 け ，

外 部 電 源 喪 失 時 に は ，外 部

電 源 の 喪 失 を 検 知 し ，建 屋

給 気 閉 止 ダ ン パ を 閉 止 す

る 回 路 で あ る 安 全 保 護 回

路 に よ っ て 給 気 を 閉 鎖 し

精 製 建 屋 内 が 正 圧 に な る

こ と を 防 止 す る 設 計 と し ，

建 屋 給 気 閉 止 ダ ン パ に つ

い て は ，単 一 故 障 に よ り 機

能 喪 失 す る こ と の な い 設

計 と す る 。  

点 灯
制 御 建 屋

中 央 制 御 室

第１表 設計基準事故対応時の現場操作の抽出結果（１／５）
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設 計 基 準 事 故 想 定 事 象 設 計 基 準 対 応
作 業 用 照
明 の 点 灯

状 況

手 順 書
要 求 操 作

場 所

プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶

で の Ｔ Ｂ Ｐ 等 の 錯 体

の 急 激 な 分 解 反 応  

プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶

で り ん 酸 三 ブ チ ル（ 以

下「 Ｔ Ｂ Ｐ 」と い う 。)

又 は そ の 分 解 生 成 物

で あ る り ん 酸 二 ブ チ

ル ，り ん 酸 一 ブ チ ル と

硝 酸 ，硝 酸 ウ ラ ニ ル 又

は 硝 酸 プ ル ト ニ ウ ム

の 錯 体 (以 下 「 Ｔ Ｂ Ｐ

等 の 錯 体 」 と い う 。 )

の 急 激 な 分 解 反 応 が

発 生 す る 場 合 は ，ま ず

濃 縮 缶 に Ｔ Ｂ Ｐ 等 が

多 量 に 混 入 し ，そ の Ｔ

Ｂ Ｐ 等 が 硝 酸 又 は 硝

酸 プ ル ト ニ ウ ム と 共

存 の 状 態 で 錯 体 を 形

成 し ，さ ら に ，こ の 錯

体 の 温 度 が 急 激 に 分

解 反 応 す る 温 度 に 上

昇 す る 条 件 が す べ て

満 た さ れ る 場 合 を 想

定 す る 。  

Ｔ Ｂ Ｐ 等 の 錯 体 の 急 激 な

分 解 反 応 に よ り 発 生 す る

放 射 性 物 質 を 含 む 気 体 は ，

プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 に 接

続 す る 塔 槽 類 廃 ガ ス 処 理

設 備 に よ り 放 射 性 物 質 を

除 去 し た 後 ，主 排 気 筒 か ら

放 出 す る 設 計 と す る 。  

点 灯
制 御 建 屋

中 央 制 御 室

プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 を セ

ル に 収 納 し ，仮 に 放 射 性 物

質 が セ ル 内 に 漏 え い し た

と し て も 放 射 性 物 質 を セ

ル 内 に 閉 じ 込 め る と と も

に ，放 射 性 物 質 を 含 む 気 体

は ，精 製 建 屋 換 気 設 備 の セ

ル か ら の 排 気 系 に て 放 射

性 物 質 を 除 去 し た 後 ，主 排

気 筒 か ら 放 出 す る 設 計 と

す る 。  

点 灯
制 御 建 屋

中 央 制 御 室

溶 解 槽 に お け る 臨 界 溶 解 槽 内 で 臨 界 が 発

生 す る 場 合 は ，溶 液 中

の 硝 酸 濃 度 の 異 常 な

低 下 等 を 防 止 し 検 知

す る 種 々 の 装 置 の 故

障 が 同 時 に 起 こ り ，か

つ ，そ の よ う な 極 度 の

異 常 が 継 続 さ れ る 場

合 を 想 定 す る 。  

臨 界 の 影 響 を 緩 和 す る た

め に 安 全 保 護 回 路 で あ る

可 溶 性 中 性 子 吸 収 材 緊 急

供 給 回 路 を 設 置 し ，そ の 回

路 の「 放 射 線 レ ベ ル 高 」信

号 で 警 報 を 発 す る と と も

に ，可 溶 性 中 性 子 吸 収 材 緊

急 供 給 系 に よ り 自 動 的 に

可 溶 性 中 性 子 吸 収 材 を 溶

解 槽 に 注 入 す る 。ま た ，同

信 号 は せ ん 断 停 止 系 に も

送 ら れ ，自 動 的 に せ ん 断 機

を 停 止 す る 設 計 と す る 。可

溶 性 中 性 子 吸 収 材 緊 急 供

給 回 路 及 び 可 溶 性 中 性 子

吸 収 材 緊 急 供 給 系 の 供 給

弁 は 二 重 化 す る 。  
点 灯

制 御 建 屋

中 央 制 御 室

第１表 設計基準事故対応時の現場操作の抽出結果（２／５）
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設 計 基 準 事 故 想 定 事 象 設 計 基 準 対 応
作 業 用 照
明 の 点 灯

状 況

手 順 書
要 求 操 作

場 所

高 レ ベ ル 廃 液 貯 蔵 設

備 の 配 管 か ら セ ル へ

の 漏 え い  

高 レ ベ ル 廃 液 貯 蔵 設

備 の 配 管 か ら セ ル へ

の 漏 え い が 発 生 す る

場 合 は ，配 管 の 腐 食 等

に よ り 破 損 が 生 じ る

場 合 を 想 定 す る 。  

漏 え い し た 高 レ ベ ル 廃 液

は セ ル 内 に 閉 じ 込 め ら れ

る よ う に ，ス テ ン レ ス 鋼 製

の 漏 え い 液 受 皿 を 設 け る 。 点 灯
制 御 建 屋

中 央 制 御 室

漏 え い し た 高 レ ベ ル 廃 液

が 沸 点 に 達 す る お そ れ が

あ る セ ル に は ，漏 え い を 確

実 に 検 知 で き る よ う に ，漏

え い 液 受 皿 の 集 液 部 に 二

重 化 し た 漏 え い 検 知 装 置

を 設 け ，警 報 を 発 す る 設 計

と す る 。  

点 灯
制 御 建 屋

中 央 制 御 室

漏 え い し た 高 レ ベ ル 廃 液

が 沸 点 に 達 す る お そ れ が

あ る セ ル で は ，セ ル 内 の 漏

え い し た 高 レ ベ ル 廃 液 を

高 レ ベ ル 廃 液 共 用 貯 槽 に

確 実 に 移 送 で き る よ う に ，

漏 え い 液 受 皿 の 集 液 部 に

設 け た ス チ ー ム  ジ ェ ッ ト  

ポ ン プ へ は ，安 全 蒸 気 系 か

ら 蒸 気 を 供 給 で き る 設 計

と す る 。  

点 灯
制 御 建 屋

中 央 制 御 室

運 転 員 は ，漏 え い 液 受 皿 の

集 液 部 に 二 重 化 し た 漏 え

い 検 知 装 置 の 警 報 に よ り

セ ル へ 廃 液 の 漏 え い を 認

知 す る と 配 管 の 送 液 を 停

止 さ せ る と と も に ，漏 え い

液 受 皿 の 集 液 部 に 設 け た

ス チ ー ム  ジ ェ ッ ト  ポ ン

プ に よ り ，漏 え い し た 高 レ

ベ ル 廃 液 を 沸 騰 に 至 る こ

と な く 回 収 を 行 う 。  

点 灯
制 御 建 屋

中 央 制 御 室

／ 現 場

漏 え い し た 高 レ ベ ル 廃 液

か ら 移 行 し た 放 射 性 物 質

を 含 む 気 体 は ，高 レ ベ ル 廃

液 ガ ラ ス 固 化 建 屋 換 気 設

備 の 高 レ ベ ル 濃 縮 廃 液 貯

槽 セ ル か ら の 排 気 系 に て

放 射 性 物 質 を 除 去 し た 後 ，

主 排 気 筒 か ら 放 出 す る 設

計 と す る 。  
点 灯

制 御 建 屋

中 央 制 御 室

第１表 設計基準事故対応時の現場操作の抽出結果（３／５）
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設 計 基 準 事 故 想 定 事 象 設 計 基 準 対 応
作 業 用 照
明 の 点 灯

状 況

手 順 書
要 求 操 作

場 所

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス

固 化 設 備 で の 溶 融 ガ

ラ ス の 漏 え い

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス

固 化 設 備 に お い て ，溶

融 ガ ラ ス の 漏 え い が

発 生 す る の は ，ガ ラ ス

溶 融 炉 の 結 合 装 置 に

ガ ラ ス 固 化 体 容 器 が

結 合 さ れ な い 状 態 で

流 下 ノ ズ ル の 加 熱 が

行 わ れ る 場 合 を 想 定

す る 。  

パ レ ッ ト 上 へ の 誤 流 下 の

場 合 に も ，流 下 し た 溶 融 ガ

ラ ス の 質 量 が 固 化 ガ ラ ス

１ 本 分 に 達 す る と ，固 化 セ

ル 移 送 台 車 上 に 設 置 し た

ガ ラ ス 流 下 停 止 系 で 自 動

的 に 流 下 が 停 止 す る 。  

点 灯
制 御 建 屋

中 央 制 御 室

溶 融 ガ ラ ス の 誤 流 下 時 に

発 生 す る 放 射 性 物 質 を 含

む 気 体 は ，高 レ ベ ル 廃 液 ガ

ラ ス 固 化 建 屋 換 気 設 備 の

固 化 セ ル か ら の 排 気 系 に

て 放 射 性 物 質 を 除 去 し た

後 ，主 排 気 筒 か ら 放 出 す る

設 計 と す る 。  

点 灯
制 御 建 屋

中 央 制 御 室

使 用 済 燃 料 の 受 入 れ

施 設 及 び 貯 蔵 施 設 で

の 使 用 済 燃 料 集 合 体

落 下  

使 用 済 燃 料 の 受 入 れ

施 設 及 び 貯 蔵 施 設 で

の 使 用 済 燃 料 集 合 体

落 下 が 発 生 す る 場 合

は ，燃 料 取 扱 装 置 等 に

故 障 が 生 じ る 場 合 を

想 定 し て い る 。  

燃 料 棒 ギ ャ ッ プ 内 の 核 分

裂 生 成 物 は ，水 中 に 放 出 さ

れ た 後 ，燃 料 の 受 入 れ エ リ

ア 等 の 空 気 中 に 放 出 さ れ ，

使 用 済 燃 料 受 入 れ・貯 蔵 建

屋 排 気 系 を 経 て 北 換 気 筒

か ら 放 出 す る 設 計 と す る 。 

ま た ，燃 料 貯 蔵 プ ー ル 等 の

内 面 に 漏 水 を 防 止 す る た

め に 設 け る ス テ ン レ ス 鋼

の 内 張 り は ，万 一 ，使 用 済

燃 料 集 合 体 が 落 下 し た と

し て も ，燃 料 貯 蔵 プ ー ル 等

の 水 の 保 持 機 能 を 失 う よ

う な 著 し い 損 傷 を 生 じ な

い 設 計 と す る 。  

点 灯

使 用 済 燃 料

受 入 れ 施 設

及 び 貯 蔵 施

設 制 御 室

第１表 設計基準事故対応時の現場操作の抽出結果（４／５）
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設 計 基 準 事 故 想 定 事 象 設 計 基 準 対 応
作 業 用 照
明 の 点 灯

状 況

手 順 書
要 求 操 作

場 所

短 時 間 の 全 交 流 動 力

電 源 の 喪 失  

再 処 理 施 設 に 必 要 な

電 力 の う ち ， 154ｋ Ｖ

送 電 線 ２ 回 線 か ら の

受 電 ，非 常 用 所 内 電 源

系 統 に 接 続 す る 非 常

用 デ ィ ー ゼ ル 発 電 機

（ 第 １ 非 常 用 デ ィ ー

ゼ ル 発 電 機 ２ 台 及 び

第 ２ 非 常 用 デ ィ ー ゼ

ル 発 電 機 ２ 台 ）か ら の

受 電 及 び 非 常 用 所 内

電 源 系 統 の 6.9ｋ Ｖ 非

常 用 主 母 線 に 接 続 す

る 運 転 予 備 用 デ ィ ー

ゼ ル 発 電 機 か ら の 受

電 が 喪 失 し た 場 合 を

想 定 す る 。  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化

建 屋 の 固 化 セ ル は ，セ ル の

内 面 に ス テ ン レ ス 鋼 の 内

張 り を 施 し ，漏 え い し 難 い

設 計 と す る と と も に ，固 化

セ ル 圧 力 放 出 系 を 設 け る

設 計 と す る 。

点 灯
制 御 建 屋

中 央 制 御 室

固 化 セ ル の 負 圧 が 低 下 し

た 場 合 に は ，圧 力 計 に て 検

知 し ，固 化 セ ル へ の 給 気 系

に 設 け た 固 化 セ ル 隔 離 ダ

ン パ を 自 動 的 に 閉 止 す る

回 路 で あ る 安 全 保 護 回 路

に よ っ て 固 化 セ ル 隔 離 ダ

ン パ を 閉 止 し ，固 化 セ ル か

ら 建 屋 へ の 逆 流 を 防 止 す

る 設 計 と す る 。固 化 セ ル 隔

離 ダ ン パ に つ い て は ，単 一

故 障 を 仮 定 し て も 機 能 喪

失 す る こ と の な い 設 計 と

す る 。  

点 灯
制 御 建 屋

中 央 制 御 室

固 化 セ ル 内 の 圧 力 が 上 昇

し た 場 合 は ，放 射 性 物 質 を

含 む 気 体 は 固 化 セ ル 圧 力

放 出 系 に て 放 射 性 物 質 を

除 去 し た 後 ，主 排 気 筒 か ら

放 出 す る 設 計 と す る 。  

点 灯
制 御 建 屋

中 央 制 御 室

非 常 用 所 内 電 源 系 統 が 復

帰 し ，高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス

固 化 建 屋 換 気 設 備 の 固 化

セ ル か ら の 排 気 系 が 回 復

し た 後 は ，固 化 セ ル 内 の 放

射 性 物 質 を 含 む 気 体 は ，高

レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建

屋 換 気 設 備 の 固 化 セ ル か

ら の 排 気 系 で 放 射 性 物 質

を 除 去 し た 後 ，主 排 気 筒 か

ら 放 出 す る 設 計 と す る 。  

点 灯
制 御 建 屋

中 央 制 御 室

第１表 設計基準事故対応時の現場操作の抽出結果（５／５）
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補足説明資料１－７（１４条）





補足説明資料 1-7 新規制基準適合申請に係る再処理施設追加設備の安全避

難通路等について（事業指定基準規則第 14 条への適合性） 

１．概要 

 「再処理施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則」第十四条

（安全避難通路等）第一号によって要求される『その位置を明確かつ

恒久的に表示することにより容易に識別できる安全避難通路』につい

て，緊急時対策所及び重大事故に対処するために必要な資機材の保管

場所である保管庫及び簡易倉庫としては，人の立ち入る区域から出口

までの通路，階段及び踊り場を安全避難通路として設定し，その位置

を明確かつ恒久的に表示することにより容易に識別できる設計とする。 

「再処理施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則」第十四条

（安全避難通路等）第二号によって要求される『照明用の電源が喪失

した場合においても機能を損なわない避難用の照明』について，緊急

時対策所及び保管庫及び簡易倉庫としては，避難用の照明として誘導

灯及び非常灯を設ける設計とし，誘導灯及び非常灯は，外部からの電

源が喪失した場合においてもその機能を損なわないように蓄電池を内

蔵した設計とする。 

「再処理施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則」第十四条

（安全避難通路等）第三号によって要求される『設計基準事故が発生し

た場合に用いる照明（前号の避難用の照明を除く。）及びその専用の電

源』について，緊急時対策所及び保管庫及び簡易倉庫としては，作業用

の照明として重大事故等に対処するために必要な運転保安灯を設ける設

計とする。 
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２．安全避難通路について 

緊急時対策所及び保管庫及び簡易倉庫の安全避難通路は，その位置を

明確かつ恒久的に表示することにより容易に識別できる避難用の照明

として，以下に準拠した蓄電池内蔵の非常灯及び誘導灯を緊急時対策

所及び保管庫及び簡易倉庫に設置する。 

非常灯：建築基準法施工令第 126 条の四，五及び昭和 45 年建設省

告示第 1830 号 

誘導灯：消防法施工令第 26 条及び消防法施工規則第 28 条の三 

非常灯の蓄電池は，昭和 45 年建設省告示第 1830 号に準拠し 30 分以

上，誘導灯については消防法施工規則第 28 条の三に準拠し 20 分以上点

灯できる容量を有するものとする。  

避難用の照明装置の例を，各々第１－７－１図に示す。 

                 

第１－７－１図 避難用の照明装置（例） 

避難口誘導灯及び通路誘導灯 
（廊下・通路） 非常灯 
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３．外部からの電源が喪失した場合に用いる照明について 

緊急時対策所の運転保安灯については，外部からの電源が喪失した場

合においてもその機能を損なわないように，緊急時対策所用発電機から

電力を供給する設計とする。 

緊急時対策所から受電する保管庫及び簡易倉庫の照明については，外

部からの電源が喪失した場合においてもその機能を損なわないように，

緊急時対策所用発電機から電力を供給する設計とする。 

重大事故に対処するために緊急時対策所から必要な資機材準備のため

保管庫及び簡易倉庫へのアクセスルートについては，緊急時対策所に配

備している可搬型照明を活用する。 

これらの作業用の照明により，外部からの電源が喪失した場合におい

ても操作が必要となる場所及びそのアクセスルートの照明を確保でき，

昼夜及び場所を問わず，緊急時対策所及び保管庫及び簡易倉庫で作業が

可能となる設計とする。 

作業用の照明装置の例，緊急時対策所の照明電源系統図及び配置図を， 

各々第１－７－２図，第１－７－３図に示す。また，保管庫及び簡易倉

庫の照明電源系統図を第１－７－４図に示す。 
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第１－７－２図 作業用の照明装置（例） 

運転保安灯 可搬型照明 
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＜
 

6.9kV 
運転予備用主母線

D/G

6.9kV 
緊急時対策所用母線

460V 
緊急時対策所用母線

受電変圧器より

＜
 

6.9kV 
常用主母線

D/G

6.9kV 
緊急時対策所用母線

460V 
緊急時対策所用母線

受電変圧器より

運転保安灯

緊急時対策所用電源系統 緊急時対策所用電源系統

第１－７－３図 作業用照明電源系統図（緊急時対策所）

【凡例】

：ディーゼル発電機

：変圧器

：遮断器

：配線用遮断器

D/G 

第１簡易倉庫

照明

第１～４保管庫照明

第１～４保管庫照明

6.9kV 
Ｈ12 高圧分岐盤 

第８簡易倉庫

照明

第２簡易倉庫

照明

第３簡易倉庫

照明

第４簡易倉庫

照明

第５簡易倉庫

照明

第６簡易倉庫

照明

第７簡易倉庫

照明

6.9kV 
Ｎ用地北側高圧分岐盤

6.9kV 
Ｎ用地西側高圧分岐盤補
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